
こ
ん
ど
の
行
事

【夏の大祭・祈祷会】

子さずけ・子そだて・心願成就

7月23日(日)11：00～12：00

鬼
子
母
尊
神
は
、
も
と
は
鬼
神
の
母
で
す
。
５
０
０

人
の
我
が
子
を
養
う
べ
く
、
人
間
の
子
ど
も
を
さ
ら
っ

て
は
、
我
が
身
の
栄
養
と
し
て
い
ま
し
た
。

鬼
子
母
尊
神
に
子
ど
も
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
人
間
か

ら
救
い
を
求
め
ら
れ
た
お
釈
迦
さ
ま
は
、
あ
る
日
、
鬼

子
母
尊
神
の
１
人
の
子
を
隠
し
ま
す
。

残
り
４
９
９
人
の
子
ど
も
が
い
て
も
、
た
っ
た
ひ
と

り
の
子
を
失
う
だ
け
で
大
き
な
悲
し
み
に
襲
わ
れ
た
鬼

子
母
尊
神
。
お
釈
迦
さ
ま
に
諭
さ
れ
て
、
人
間
の
悲
哀

の
大
き
さ
、
我
が
行
い
の
罪
深
さ
を
悟
り
、
仏
心
が
芽

生
え
、
す
べ
て
の
衆
生
を
我
が
子
と
し
て
守
護
す
る
鬼

子
母
尊
神
と
な
り
ま
す
。

仏
心
が
具
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
人
間
で
あ
り
ま
す
が
、

我
が
子
を
手
に
掛
け
る
親
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

仏
教
に
は
「
子
ど
も
は
親
を
選
ん
で
産
ま
れ
て
く
る
」

と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。

親
の
立
場
に
な
っ
た
時
、
我
が
子
が
思
う
よ
う
に
育

た
な
い
こ
と
に
苦
し
ん
だ
り
、
や
や
も
す
れ
ば
、
腹
を

立
て
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
の
よ
う
な
時
、
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
向
き
合
っ
て

下
さ
い
。
無
理
に
言
葉
を
交
わ
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
結
構
で
す
。

親
と
し
て
自
分
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
、
親
と
し
て

自
分
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
き
っ
と
、

子
育
て
の
苦
悩
が
和
ら
ぐ
は
ず
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
子
ど
も
も
親
心
に
気
付
き
、
か
け

が
え
の
な
い
安
心
感
に
包
ま
れ
、
親
子
共
々
に
救
わ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

َ
ࢠ

ଚ
ਆ
ͱ

ʁ

鬼
子
母
尊
神
大
祭
で
は
、
皆
を
我
が
子
と
し
て
お
守

り
下
さ
る
鬼
子
母
尊
神
の
ご
守
護(

ご
利
益)

を
受
け
取

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、
お
身
体
の
健
康
が
優
れ
な

い
方
、
願
い
ご
と
の
あ
る
方
、
困
り
事
の
あ
る
方
は
、

宗
派
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
、
法
要
へ
ご
参
列

下
さ
い
。
県
内
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
く
お
上
人
さ
ま

の
力
強
い
ご
祈
祷
で
、
所
願
満
足
を
祈
念
し
ま
す
。

ま
た
、
鬼
子
母
尊
神
は
【
子
授
け
・
子
育
て
の
ご
守

護
】
も
下
さ
い
ま
す
。
子
宝
を
望
ま
れ
る
ご
夫
婦
、
安

産
を
願
う
ご
夫
婦
、
そ
し
て
、
子
育
て
ま
っ
た
だ
中
の

パ
パ･

マ
マ
も
ご
参
列
い
た
だ
き
、
ご
祈
祷
を
お
受
け
下

さ
い
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
も
大
歓
迎
で
す
よ
！

な
お
、
法
要
に
参
列
な
さ
れ
る
お
子
さ
ま
に
は
、
夏

休
み
中
、
ケ
ガ
や
病
気
に
悩
ま
ず
、
宿
題
が
順
調
に
は

か
ど
る
よ
う
に
祈
念
し
た
「
学
業
成
就

は
か
ど
る
え

ん
ぴ
つ
」
を
も
れ
な
く
授
与
し
ま
す
。

法
要
ご
参
列
の
皆
さ
ま
に
も
、「
鬼
子
母
尊
神
御
守
護

札(

紙
札)

」
を
授
与
し
、
お
昼
ご
飯
を
ご
用
意
致
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参

列
下
さ
い
！

ご
家
庭
や
会
社
に
鬼
子
母
尊
神
の
尊
像(

仏
像
や
掛
け

軸)

を
お
ま
つ
り
し
て
い
る
方
は
、
当
日
、
ご
持
参
下
さ

い
。
ご
守
護
の
力
が
強
ま
る
よ
う
に
、
修
法
祈
祷
致
し

ま
す
。
法
楽
奉
納
金(

１
体
２
，
０
０
０
円)

を
添
え
て
、

本
堂
内
で
受
付
を
行
っ
て
下
さ
い
。
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特
に
願
い
事
の
あ
る
方
、
ま
た
、
お
悩
み
ご

と
の
解
消
を
望
む
方
は
、
こ
ち
ら
の
「
特
別
祈

願
」
を
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

法
要
中
、
鬼
子
母
尊
神
さ
ま
へ
、
申
込
者
の

お
名
前
と
祈
願
の
内
容
を
読
み
上
げ
て
、
祈
願

成
就
の
ご
守
護(

ご
利
益)

を
戴
け
る
よ
う
に
祈

念
し
ま
す
。

《
祈
願
の
種
類
》

子
授
成
就
・
安
産
成
就
・
発
育
健
全
・
家
内
安
全
・

身
体
健
全
・
交
通
安
全
・
病
気
平
癒
・
心
願
成
就
・

商
売
繁
盛
・
五
穀
豊
穣
・
大
漁
満
足
・
海
上
安
全
・

学
業
成
就
・
成
績
向
上
・
事
業
繁
栄
・
良
縁
成
就
・

成
就
御
礼
・
世
界
平
和

な
ど

こ
の
他
、
詳
細
は
ご
相
談
下
さ
い
。

《
申
込
方
法
》

本
堂
内
受
付
に
於
い
て
、「
祈
願
成
就
を
望
む
方
の
お

名
前
」
と
「
祈
願
の
種
類
」
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
本

人
が
お
参
り
出
来
な
く
て
も
祈
願
で
き
ま
す
。

当
日
参
拝
で
き
な
い
場
合
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で

お
申
し
込
み
に
な
り
、
祈
願
奉
納
金
は
郵
送
ま
た
は
ご

持
参
下
さ
い
。

法
要
で
の

各
申
込
み
に
つ
い
て

①
特
別
祈
願

▼
祈
願
奉
納
金
︙
１
，
０
０
０
円

（
一
祈
願
に
つ
き
）

ご
先
祖
さ
ま
各
霊
位
や
、
水
子(

流
産
・
中

絶)

の
霊
位
、
愛
護
動
物(

ペ
ッ
ト)

の
霊
位
が
、

悲
哀
の
苦
し
み
に
迷
う
事
な
く
、
安
ら
か
に
穏

や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
皆
様
の
愛
情
・
真
心

を
届
け
る

︱
そ
れ
が
「
読
経
供
養
」
で
す
。

法
要
中
、
施
主(

供
養
を
志
さ
れ
る
方)

の
お

名
前
を
読
み
上
げ
、
各
霊
位
へ
個
々
に
供
養
を

捧
げ
ま
す
。

《
申
込
方
法
》

本
堂
内
受
付
に
於
い
て
、「
施
主
名
」
と
「
供
養
な
さ

り
た
い
霊
位
」
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

①
ご
先
祖
さ
ま
全
て
の
霊
位
へ
供
養
す
る
場
合

︙
○
○
家
先
祖
代
々
の
霊
位
供
養

②
故
人
ご
と
に
供
養
す
る
場
合

︙
○
○
戒
名
や
生
前
の
名
前)

霊
位
供
養

③
水
子(

流
産
・
中
絶)
の
霊
位
に
供
養
す
る
場
合

︙
水
子
霊
位
供
養

④
愛
護
動
物(

ペ
ッ
ト)

の
霊
位
に
供
養
す
る
場
合

︙
○
○
ペ
ッ
ト
の
種
類
と
名
前)
霊
位
供
養

当
日
参
拝
で
き
な
い
場
合
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で

お
申
し
込
み
に
な
り
、
供
養
奉
納
金
は
郵
送
ま
た
は
ご

持
参
下
さ
い
。

宗
派
を
問
わ
ず
、
お
申
し
込
み
戴
け
ま
す
。

②
読
経
供
養

▼
供
養
奉
納
金
︙
１
，
０
０
０
円

（
一
霊
位
に
つ
き
）

御
灯
明
奉
納
・
御
供
物
奉
納
は
、
日
頃
よ
り

私
た
ち
を
導
い
て
下
さ
っ
て
い
る
仏
さ
ま
、
諸

天
善
神
さ
ま
、
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
へ
の
布
施
行

で
す
。

布
施
行
は
、
仏
さ
ま
と
し
て
の
心
を
養
い
、
仏
さ
ま

と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
現
す
尊
い
行
い
で
す
。

ご
自
身
の
「
成
仏
」
の
た
め
に
、
ご
奉
納
な
さ
い
ま

せ
ん
か
？

○
御
灯
明
奉
納
金

の
し
袋(

い
ず
れ
の
行
事
も
赤
色
の
水
引
で
結
構

で
す)

「
御
灯
明
奉
納
」《
水
引
》「
奉
納
者
御
芳

名
」
を
お
書
き
に
な
り
受
付
で
ご
奉
納
下
さ
い
。

金
額
は
皆
様
の
お
気
持
ち
を
お
包
み
下
さ
い
。

○
御
供
物
奉
納

皆
様
の
お
気
持
ち
に
て
お
供
え
物(

御
神
酒
、
ジ

ュ
ー
ス
、
菓
子
、
果
物
、
線
香
・
大
き
い
サ
イ

ズ
の
ロ
ウ
ソ
ク
、
米
な
ど)

を
ご
奉
納
下
さ
い
。

い
ず
れ
も
奉
納
者
名
を
読
み
上
げ
て
、
布
施
の
真
心

を
仏
祖
三
宝
へ
奉
告
致
し
ま
す
。

③
御
灯
明
奉
納

御
供
物
奉
納平

成

年
２
月

日
は
、

33

16

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
が

お
生
ま
れ
に
な
っ
て

年
800

の
聖
日
で
す
。
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□

７
月

□

１
日(

土)

時

分

盛
運
祈
願
会

祈
祷

11

00

８
日(

土)

時

分

田
子
町
細
野
別
院

11

00

鬼
子
母
尊
神
祭

祈
祷

日(

日)

時

分

わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋

16

10

00

2017

ス
タ
ッ
フ
打
合
せ
会
議

日(

日)

時

分

鬼
子
母
尊
神
大
祭

祈
祷

23

11

00

日(

日)

９
時

分

わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋

30

00

2017

□

８
月

□

１
日(

火)

時

分

盛
運
祈
願
会

祈
祷

11

00

８
日(

火)

８
時

分

お
盆
前
清
掃
奉
仕
日

00

日(

日)

～

日(

水)

お
盆
「
盂
蘭
盆
会
」

13

16

※

日(

祝)

～

日(

火)

棚
経

11

15

※

日(

日)

～

日(

火)

お
追
膳
供
養

13

15

日(

水)

時

分

施
餓
鬼
供
養
会

16

10

30

日(

土)

時

分

田
子
町
細
野
別
院

19

11

00

施
餓
鬼
供
養
会

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

①
境
内
墓
地
の
供
物
に
つ
い
て
の
お
願
い

皆
さ
ま
が
お
供
え
に
な
っ
た
飲
料
や
供
物
が
、
カ
ラ

ス
に
よ
り
散
ら
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

ガ
ラ
ス
容
器
の
場
合
は
、
破
損
し
た
ガ
ラ
ス
片
が
広
範

囲
に
散
乱
す
る
た
め
、
他
の
方
に
と
っ
て
大
変
危
険
な

状
況
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
墓
地
の
前
で
ご
先
祖
さ
ま
と
一
緒
に
供

物
を
お
召
し
上
が
り
戴
く
か
、
墓
参
後
に
位
牌
堂
の
御

宝
前
へ
お
供
え
戴
く
か
、
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②
日
蓮
宗
檀
信
徒
用
「
数
珠
」
「
お
経
本
」
を

お
持
ち
で
す
か
？

日
蓮
宗
で
は
、
１
０
８
つ
の
珠
を
連
ね
た
数
珠
を
正

式
な
数
珠
と
し
て
い
ま
す
。

八
戸
市
内
の
仏
壇
店
で
は
手
に
入
れ
に
く
い
状
況
で

す
の
で
、
妙
現
寺
で
は
総
本
山
身
延
山
門
前
街
の
仏
具

店
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

珠
の
種
類(

木
、
石
、
水
晶
、
真
珠
ほ
か)

、
房
の
色(

各

種)

と
予
算
を
お
知
ら
せ
戴
け
れ
ば
、
最
適
な
数
珠
を
ご

用
意
致
し
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
最
も
標
準
的
な
数
珠

で
あ
れ
ば
、
５
，
０
０
０
円
く
ら
い
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
の
信
行
や
、
お
寺
の
行
事
、
各
家

の
年
回
忌
法
要
で
お
使
い
い
た
だ
け
る
「
お
経
本
」
も

ご
用
意
致
し
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
読
経
し
や
す
い
よ
う
に
、
文
字
が
大
き

く
、
ふ
り
が
な
付
き
で
、
本
堂
に
備
え
付
け
て
い
る
お

ʐ
ʝ
ˏ
ʡ

ቃ
ೃ

経
本
と
同
じ
も
の
に
な
り
ま
す
。
１
冊
２
，０
０
０
円(

税

込
み)

で
す
。

ご
先
祖
さ
ま
の
ご
供
養
に
し
て
も
、
ご
自
身
の
所
願

満
足
・
人
生
の
充
実
に
し
て
も
、
す
べ
て
は
「
い
の
り
」

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
「
い
の
り
」
の
際
に
、
然
る

べ
き
仏
具
を
ご
用
意
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
心
か
ら
の
「
い

の
り
」
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
注
文
は
、
随
時
、
承
っ
て
い
ま

す
の
で
、
寺
務
所
ま
で
お
声
が
け
下
さ
い
。

③
お
寺
で
も
ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
ま
す
！

地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
新
宅
祈
祷
、
自
動
車
交
通
安
全

祈
祷
、
病
気
平
癒
祈
祷
、
受
験
合
格
祈
祷
、
七
五
三
発

育
健
全
祈
祷
、
戌
の
日
安
産
祈
祷
、
子
授
け
祈
祷
、
虫

封
じ
、
そ
の
他
各
種
お
祓
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
日
時
を
ご
相
談
下
さ
い
。

産
経
新
聞
社
が
主
催
し
、
日
蓮
宗
が
協
賛
し

て
い
る
「
夢
さ
が
し
作
文
大
賞
」
の
応
募
が
始

ま
り
ま
し
た
。
詳
細
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
希
望
の
方
は
、
寺
務
所
ま
で
ど
う
ぞ
！


